
千葉県松戸保健所における医療的ケア児に関する支援について 

1．千葉県小児慢性特定疾病医療費助成制度

小児慢性特定疾病児童等の健全育成の観点から小児慢性特定疾病医療に係る医療費の一部を助成し、負担軽減を図る 

松戸保健所管内 小児慢性特定疾病医療支援受給者数（令和 5年度末） 
管内合計 松戸市 

（再掲）人工呼吸器装着者 
01 悪性新生物 95 47 

 

02 慢性腎疾患 41 26 
03 慢性呼吸器疾患 52 38 20 
04 慢性心疾患 103 51 4 
05 内分泌疾患 82 42 1 
06 膠原病 18 6 

 

07 糖尿病 32 17 
08 先天性代謝異常 14 8 
09 血液疾患 25 13 
10 免疫疾患 1 1 
11 神経・筋疾患 82 43 4 
12 慢性消化器疾患 64 44 

 

13 染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群 26 17 4 
14 皮膚疾患 2 1 

 

15 骨系統疾患 9 5 
16 脈管系疾患 3 3 
総計 649 362 33 

２．千葉県小児慢性特定疾病児童等自立支援事業  

目的︓慢性的な疾病にかかっていることにより、長期にわたり療養を必要とする児童等の健全育成及び自立促進を図るた

め、小児慢性特定疾病児童等及びその家族からの相談に応じ必要な情報の提供及び助言を行う 

令和６年度のトピックス 

●受給者証所持者へのアンケート
管内受給者の現状把握、自立支援事業に対するニーズ調査のため、令和６年度受給者証更新書類に療養状況等についての

アンケート用紙を同封しました。受給者・保護者の療養相談に役立てています。

●「病態栄養教室」（講演会）
小児慢性受給者とその保護者を中心に、疾患等について学ぶ機会を提供し療養上の不安や悩みの軽減につなげます。今年度は

オンライン（Zoom）を活用し、潰瘍性大腸炎やクローン病の方向けの講演会を８月に開催します。講演会の様子を YouTube「千
葉県公式セミナーチャンネル」にて後日配信する予定です。

●関係者向け研修会 （仮題）「保育園や通所施設などを利用したい保護者への支援」
未就学児の支援をテーマに、児童を受け入れる施設、訪問診療、訪問看護・介護等支援者、行政職員等を対象とした研修会を

秋頃に予定しています。 

●ニュースレターの発行
新規受給者等に随時配布しています。昨年度は特別支援学校、訪問看護ステーション、児童発達支援施設等、医療的ケア児に

関わる施設・関係者の方々にお話しを伺い、ニュースレターに掲載しました。今年度も講演会の内容をはじめ、各関係機関の方から伺
った内容を受給者の方に情報提供していく予定です。 
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